
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模多機能型居宅介護 サービス評価 

【様式集】 

 

 

 

 

 

 

◆自己評価 

スタッフ個別評価・・・・・・・・・・・・（ス-①～⑨） 

事業所自己評価・・・・・・・・・・・・・（事-①～⑨） 

 

◆外部評価 

外部評価（地域かかわりシート①）、・・・・（地①-1～3） 

外部評価（地域かかわりシート②）、・・・・（地②-1～6） 

 

◆小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表 

  



 

 

 

 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2 月 29 日（18：00 ～ 20：00 ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

8 人 6 人 0 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

利用者様や、ご家族が来所された際に、挨拶とともに「ありがとうございます」の言葉を統一事項として

出迎えることを徹底する。初めての利用者様への関わりやご家族への対応を全職員が行うことができるよ

う送迎時間、訪問時間を工夫して関係性構築をさらに深めることができる取り組みを実施する。新規アセ

スメント実施時に現場職員が同行し、情報収集と共有に努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

利用者様到着後のお出迎えは「ありがとうございます」を統一事項として対応することができた。気持ち

の良い出迎えを意識してこれからも取り組みを継続していきたい。「感謝の心」と「おもてなしの心」を継

続して支援することが必要と考える。送迎や訪問への対応も多くの職員で対応したいが今年度は固定化し

てしまうことが多かった。新規アセスメントについては実践することができた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

6 8 0 0 14 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

12 2 0 0 14 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

10 4 0 0 14 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

6 6 2 0 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

新規アセスメントへの同行、送迎時の出迎えなどで馴染みの関係づくりへの取り組みとして配慮すること

ができていた。対応時に時間にゆとりをもって対応することで、本人、家族からの安心感の構築に努める

ことができた。理由としては統一事項を作ったことと、情報を取らないとケアに実践できないと理解して

いるからこそと考える。家族とのコミュニケーションをとり関係性を深めていきたいと思う。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

玄関へのお出迎えは昨年よりは改善できたものの、気づけないことも時にはあり、不快な思いをさせてし

まったこともあった。全職員が同じように対応する為の情報共有やシステムはまだ不十分であり、職員間

のコミュニケーションを円滑にする方法を考える必要があると思う。新規アセスメントなどのチャンスを

フルに活かしきれるようにしていき、個々の職員の経験を深めていく必要がある。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

利用者様お迎え時は挨拶と来て頂いた事への感謝、ご家族来所時は、挨拶とともにご対応への感謝を統一

事項として出迎える。帰宅時は「今日も一日ありがとうございました、お気をつけて」を統一事項とする。

勤務シフトに限ることなく送迎時間、訪問時間を工夫して新規をはじめ全利用者様と関係性構築を深める

ことができるよう取り組む。新規アセスメント実施時には現場職員が同行し、情報収集と共有に努める。 
 

  

事－① 



 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2 月 29 日（18：00～20：00） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

8 人 4 人 2 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

やむを得ず施設入居となってしまう方もいるが、小規模多機能だからこそゴールは「在宅」であると考え

るため、「在宅復帰」「在宅継続」「在宅看取り」に特化した事業所としてのその人の状況に応じた最終ゴー

ルを意識する必要がある。その想いをミーティングや会議にて共有をし、日々の支援に活かすことができ

るようケアの組み立てを行う。現場リーダー職員を軸に発信と共有を行う。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

小規模多機能として「在宅復帰」「在宅継続」「在宅看取り」に特化した事業所として支援をすることがで

きた。施設入居となった方もいたが、その人の状況に応じたゴールを意識した支援が出来ていたと思う。

想いをミーティングで共有することができたからこそ結果として出来ていたと思う。小規模多機能らしい

支援が出来ることをこれからも支援していきたいと思う。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

3 8 3 0 14 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

6 6 2 0 14 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

4 7 3 0 14 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

6 6 2 0 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

本人の意思や意見を尊重した関わりを通じて職員間で共有して工夫できている。日々の関わりで希望を聞

くように話を聞くようにしている。特に看取り支援についての経験を重ね、ゴールはしっかり見えており

創意工夫してチームケアの実践につなげられていると思う。ミーティングで共有することの大切さを理解

できているからこそきちんと情報共有できていると思う。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

全利用者様の目標の把握は難しいと感じる。また日々の関わり方は意識しているもののマンネリ化してし

まったり職員都合のケアとなってしまうこともある。今日も一日楽しかったと思える内容が少なくなって

いる気がする。申し送り時間の在り方についてはさらなる検討を課題と考え、その話し合いの中であるケ

ア方法についてもさらなる工夫が必要と感じる。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

小規模多機能だからこそゴールは「在宅」であると考え、「在宅復帰」「在宅継続」「在宅看取り」に特化し

た事業所としてその人の状況に応じた最終ゴールを意識する必要がある。その個々の想いをミーティング

や会議にて共有をし、日々の支援に活かすことができるようケアの組み立てを行う。業務内容全般の見直

しや変革を行うことでよりチームワークを意識した取り組みが出来るようにする。 
 

 

 

事－② 



 

 

 

 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2 月  29日（18：00 ～20：00 ） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

9 人 5 人 0 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

介護技術や認知症ケアへの専門的知識技術取得のための勉強会や研修は引き続き実践する。1 日 2 回のミ

ーティングの差別化についても継続して実施し AM,PMそれぞれの役割を意識する。それとともにミーティ

ングや会議、また情報取得のための見直しを行い「会議の雰囲気づくり」「情報共有システム見直し」のた

め、進行職員の育成と申し送りノート等の在り方について検討、改善する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

毎月の多機能会議実施時には必ず勉強会を実施し、介護技術や認知症対応力の向上、日々のケアの見直し

を行うことができた。申し送りについても２回を意識し、それぞれの差別化を行い、時にはオンラインを

併用したミーティングも実施することができた。進行職員の育成、申し送りや情報共有のシステムづくり

に関しては取り組みが浅かったため有意義となる取り組みが次年度は必要と考える。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10個以上把握できて

いますか？ 

0 6 8 0 14 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

12 2 0 0 14 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

3 6 5 0 14 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

9 5 0 0 14 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

4 9 1 0 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

介護技術や認知症ケアの基本技術としての声にならない声に気づくという視点は毎年向上している。ケア

の内容等で変更点があればミーティング等で都度話し合いをすることが出来ている。以前の暮らしは長年

支援を重ねることで知ることができ、その人のことを知ろう、理解しようという気持ちや意識を持つこと

が全職員で共有できている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

会議の雰囲気づくりや情報共有のシステムについてはさらなる努力や取り組みが必要と思う。声にならな

い声を言語化するはケアの質向上につながるが、正解や限界点がない為、評価が困難。その姿勢を持ち続

けていることは必要であると考える。認知症ケア、専門職としてのケア向上のための意識を継続する。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

介護技術や認知症ケアへの専門的知識や技術の取得のための勉強会を引き続き実践する。特に認知症ケア

については力を入れケアの質の向上に努める。1日 2回のミーティングを差別化、「会議の雰囲気づくり」

を次世代リーダー職員を中心にコミュニケーションの円滑化をテーマに高めていく。それとともに「情報

共有システム見直し」のため、申し送りノート等の在り方について検討、改善する。 

事－③ 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 10 人 3 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

情報発信と地域資源へのアプローチがコロナ禍ということもあり、かなり不足し課題となっていると考え

る。パンフレットの見直し、他機関への広報活動などとともに、インスタグラムを活用し、プレーゲあし

たかの広報活動へ力を入れていく。昨年度の研究発表や優良介護事業所認定等、施設での活動をアピール

できるよう色々な手段を利用しながら「発信」に努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

引き続きのコロナ禍で地域に出ることは困難で、地域の方との交流も出来ない状況での一年間であった。

ただ 10周年式典の開催、ほっと Café の運営など以前に比べての地域を巻き込んだ活動が出来るようにな

ってきている。他機関への広報活動を含め、インスタグラムの活用、広報誌の定期的な発行が遅れてしま

っていた為、更なる「発信」をすることができるように検討が必要と考える。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

2 5 8 0 14 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

3 5 6 0 14 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

2 2 10 0 14 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

0 2 12 0 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

式典の開催や情報発信など知名度向上に対する取り組みを行うことは出来た。ただ、最近のご利用者様は

深く地域とお付き合いが出来ている人が少なくなっている。情報はご家族に聞くようにしており、生活に

変化のある方についても周囲のサポートや支援を利用して対応することは出来ている。記録に残す意識づ

けは出来てきているがまだ不足があり、常に情報を上書きし新鮮な情報にすることは必要だと考える。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

コロナ禍ということもあり、地域との交流や地域との関係が切れないような支援には至っていない。Café

の地域開放も地域での活動もできなかったが、次年度地域とのつながりができるように取り組みや意識改

革をする必要があると考えている。インスタグラムを利用し情報発信と、地域に知っていただける取り組

みの運営方法について検討が必要である。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

情報発信と地域へのアプローチが課題となっていると考える。広報誌の発行、他機関への情報提供、イン

スタグラムを活用し、プレーゲあしたかの広報活動の「発信」を引き続き実施する。ケアにおいてはこれ

までの生活スタイルを維持しながらサービス利用が出来るようにして、ほっと Café や地域の居場所、地域

福祉の拠点となるような仕組みづくりを検討する。 
 
 
 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2月 29日（18：00 ～ 20：00 ） 

事－④ 



 

 

 

 
 
 
 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

5 人 9 人 0 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

職員の変更やコロナ禍対応等、様々な課題が予想されるが、引き続き柔軟な対応に努め、独居や認知症、

在宅復帰、在宅での看取り支援に力を入れ、小規模多機能の特性を十分に活かしたケアを実施する。ミー

ティングや会議が実施できない際のコミュニケーションツールとしてオンラインを活用し情報共有や連携

強化が出来るようにする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

小規模多機能型サービスの特性を踏まえたうえで、通い、宿泊、訪問については柔軟な対応が出来ている。

看取り支援や在宅復帰支援にも力を入れることができた。また今年度は訪問看護ステーションが開設した

ため、小規模多機能+訪問看護という複合型サービスを提供できるようになった。次年度も情報共有や情報

交換、夜間を含め連携した緊急時対応がとれるようにしていきたいと考える。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

0 4 10 0 14 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

13 1 0 0 14 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

10 4 0 0 14 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

10 4 0 0 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

大きな職員の入れ替わりはなかったが、年々、着実に柔軟な支援に取り組めている。看取り対応や独居の

方の支援、在宅復帰支援などは積極的に取り組むことができた。職員間でのミーティングやコミュニケー

ションは昨年以上に取れており、皆が積極的にケアに当たることができている。感染症蔓延はなかったが、

危機感を強め、緊張感を持った対応の必要性を感じている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

今年度もコロナ感染予防対応が続き、地域、施設間、施設内事業所同士での連携もほとんど出来ない状態

であった。また職員同士が連携を取れている反面、慣れからくるもの、気のゆるみなど危機感や緊張感が

少なくコミュニケーション力や連携力が変わらないといった意見も聞かれた。中期的な未来を考え、生産

性向上や業務の大幅な改善を実施する必要があると考える。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

小規模多機能型サービスとして引き続き柔軟な対応に努め、独居や認知症、在宅復帰、在宅での看取り支

援に力を入れ、事業所の特性を十分に活かしたケアを実施する。特に直近の課題として業務内容の見直し

やチームワーク向上のための取り組みを実施する。また地域との連携を含めた活動を行うことで更なる知

名度アップを図り、地域に根差した事業所となるようチームが一体となって取り組んでいく。 
 

 
 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6 年 2 月 29 日（ 18：00～20：00 ） 

事－⑤ 



 

 

 

 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2 月 29 日（ 18：00 ～20：00 ） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 人 10 人 2 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

プレーゲあしたかの知名度向上の為、広報誌の発行、配布、事業所へのアピールを継続して行う。また昨

年度の「在宅看取り支援への取り組み」や小規模多機能だからこそできる支援について、インスタグラム

やパンフレットを活用しながら事業所の情報発信に努める。コロナ禍を鑑みたうえで、情報発信の在り方

を検討し実施する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

広報誌の発行や 10 周年式典を通じて情報発信することは出来たが知名度向上とまでは至らぬ点が多かっ

た。まだまだ不足していることが原因と考えている。ただ、紹介や相談を頂く機会は多かったため、空き

状況や待機状況をタイムリーに伝えていく必要はあると考える。情報発信は引き続きインスタグラムや広

報誌の発行などにて努める。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

4 6 4 0 14 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

4 5 4 1 14 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

0 0 0 14 14 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

0 0 8 6 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

10周年式典の開催、包括支援センター主催のイベントのお手伝い、地域のケアマネ交流会などに参加する

ことができた。昨年度に比べ外に出る機会は増やすことができたが、中に招き入れるということはほぼ出

来なかった。貢献活動委員会としての活動は参加できたが、絶対数が少ないままの一年だった。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

今年度もコロナ禍にて、地域の方が来ることは皆無であった。ご利用者様の面会やボランティアの方の来

訪はあったが世間の感染状況によってはお断りすることもあった。インスタグラムなどオンラインを活用

した広報、また他機関との連携の在り方について引き続き考える必要があると思う。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

プレーゲあしたかの知名度向上の為、広報誌の発行、配布、事業所へのアピールを継続して行う。また地

域との連携や地域での知名度向上の取り組みの為の活動を行う。具体的には交通安全啓発や慰問やボラン

ティアの受け入れ、ほっと Café の地域開放などの取り組みを検討、実践できるようにする。 

 
 

 

 

事－⑥ 



 

 

 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2月  29日（18：00～20：00 ） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

5 人 3 人 6 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

より良い事業所運営を行うため、次世代リーダー教育対象職員を見直し、チームワークの向上、連携強化

に努められるよう現場リーダー育成に取り組む。定期的な勉強会と会議を実施し話しやすい雰囲気づくり

の為に検討実践を行う。また発信力強化の為、広報担当者を選任し、プレーゲあしたかの情報発信への取

り組みを行う。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

次世代リーダー教育対象職員については選定できたが、勉強会や運営会議は実施することが出来なかった。

次年度現場リーダー育成と業務改善等新たな取り組みを行っていく必要がある。職員の定期的な勉強会は

毎月実施してきたが雰囲気づくりについてはまだまだ改善が必要である。発信力強化についても課題が残

った為次年度の取り組みを行っていきたい。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

3 7 4   0 14 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

6 6 2 0 14 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

0 9 5 0 14 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

0 0 8 6 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

苦情や意見をポジティブにとらえてきちんと運営に反映したりチームで話し合いを行ったりなど取り組み

を実施することができている。次世代リーダーを育成する必要性があり、早急に取り組みが求められてい

ると意見が上がっている。ミーティングの開催、毎月の会議開催など、コロナ対応において中止や延期と

なったことはあったが情報共有、チームケアはできているため継続していきたい。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

「意見の言いやすい雰囲気づくり」に努め、職員一人一人が気軽に意見をできることで事業所一体となっ

て運営をしていけると良いと感じる。広報担当者を選任したがうまく機能することが出来なかった。 

地域との連携がほぼない現状だが、オンラインやインスタグラムなどを活用し、少しずつ地域の方に知っ

て頂ける、地域に根差した事業所を目指すことが必要であると考える。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

より良い事業所運営を行うため、次世代リーダー教育対象職員とともに、チームワークの向上、連携強化

に努められるよう職員個々のスキルアップと現場リーダー育成に取り組む。定期的な勉強会と会議を実施

し話しやすい雰囲気づくりと意見の出しやすいチーム作りの実践を行う。また発信力強化の為、広報担当

者とともに宣伝活動をし、地域貢献や地域活動をはじめとした取り組みを行う。 
 
 

  

事－⑦ 



 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2 月 29日（ 18：00 ～20：00 ） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

5 人 8 人 1 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

一日一件の「気づき」を職員内で日々共有することを目指す。リスクマネジメントは事故やミスの指摘で

はなく気づきであるという考え方を再度見直す。事業所職員として一人一人が常にスキルアップを目指し、

職場内研修会の実施、可能な限りの外部研修への参加を実施し、全職員が講師となって職場内勉強会の企

画・運営を行う。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ヒヤリハットなどの気づきについては前年度に比べて多くなってきたものの意識向上の取り組みの必要性

は変わらずあるという意見が多かった。職場内勉強会の企画運営はすることが出来、自信が学びを深める

とともに職員間での技術向上に役立ったと考える。次年度も組織内での会議や勉強会を企画するが、特に

認知症ケアに特化した事業所としてスキルアップを図っていく。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

 

4   10 0 0 14 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

3 3 8 0 14 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

0 0 12 2 14 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

4 10 0 0 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

常勤職員が中心となり勉強会の運営を行うことができている。ヒヤリハットやアクシデントに対しては話

し合いの機会が増えリスクマネジメントに対しての取り組みは出来ていると感じる。今年度からは認知症

ケアに対して認知症介護指導者、リーダー研修、実践者研修修了者を中心に日々のミーティングにおいて

話し合いや実践することができている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

研修等もなかなか参加できないことが多いが、特に職場内での身近なスキルアップをする機会が取りやす

い為引き続きその機会を活かせるようにしていく必要がある。コロナ禍において地域連絡会の開催はなか

ったが、施設独自としても地域に根差した介護施設を目指し地域活動や地域貢献に取り組む必要があると

考えている。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

一日一件の「気づき」を職員内で日々共有することを目指す。事業所職員として一人一人が常にスキルア

ップを目指し、職場内研修会の実施、可能な限りの外部研修への参加を実施し、全職員が講師となって職

場内勉強会の企画・運営を行う。次年度より「認知症ケア」について、定期的な勉強会を強化し、認知症

に特化した事業所となれるよう日々のケアの見直しや主治医との連携強化を図るようにする。 
 
 

 

 

 

  

事－⑧ 



 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 2 月 29日（18：00 ～20：00 ） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 14名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 
3 人 9 人 2 人 0 人 14 人 

 

前回の改善計画  

介護者目線でなく、ご利用者目線、お客様対応としてのケアが提供できるよう専門職としてさらなる向上

心が必要と感じる。接遇マナーへの取り組みとして委員会や委員を中心に見直しや勉強会等の取り組みを

継続し、現状満足することなく向上心と危機感を常に持てるようにする。ご利用への感謝の気持ちと言葉

を忘れずに取り組み、「今日も一日楽しかった」と満足できるケアを目指す。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

接遇やケアの質の向上について、専門職としての配慮や気づきを共有してきたがなかなか向上することは

出来なかった。ご利用者様に対する感謝の言葉を更に出すことができるよう目指したいと思う。現状満足

について向上心や危機感を持つことが難しかった。業務改善により利用者様も職員も、毎日が満足できる

ような環境づくりに努めていきたいと考えている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

14 0 0 0 14 

② 
虐待は行われていない 

 

 

14 0 0 0 14 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

4 10 0 0 14 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

14 3 0 0 14 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

10 4 0 0 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

身体拘束、虐待をすることもする必要のある人もいない。個人情報についてもきちんと管理できている。

ケアにおいては個々のご要望や職員間でのより良いケアに対しての話し合いを行うことでリスクの少ない

方法と丁寧な介護を心がけている。勉強会や研修会も定期的に開催出来ており、スタッフ一人一人の向上

心はしっかり持てていると感じる。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

ありがとうの言葉が行き交うがまだまだ不足していると感じ、かつ慣れも出てきているからこそ危機感の

薄れがある。プライバシーに対しても完璧でなく、時折配慮出来ていない時があり、声量や場にそぐわな

い言葉、またなれなれしい言葉で声かけしてしまうこともある。個人情報の管理には職員同士の会話にも

更なる配慮が必要であり、見直しの必要性がある。また感謝の気持ちを言葉に出す必要性も感じる。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

身体拘束、虐待がないことは当然のこととして、委員会等を中心にきちんと確認やチームでの見直しをす

る。介護者目線でなく、ご利用者目線、お客様対応としてのケアが提供できるよう専門職としてさらなる

向上心、また慣れにならないような危機感を感じながら緊張感ある職場環境が必要と感じる。ご利用への

感謝の気持ちと言葉を忘れずに取り組み、「今日も一日楽しかった」と満足できるケアを目指す。 

事－⑨  



 

 

2023 年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人 春風会 代表者 石川 三義 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

私たちプレーゲあしたか小規模多機能職員は 

〇その日、その時、その一瞬の出会いに感謝して、あなたの笑顔を引き出し共に笑います。 

〇あなたの力とあなたらしい暮らしを支える為、真心の専門職と One チームに努めます。 

〇どんな時でも心に寄り添い、耳を傾け、優しさと温かさであなたをいつも大切にします。 

という「介護理念」にて業務運営に努めています。施設内の併設サービスとの交流や連携

を図り、「在宅看取り」や「在宅復帰」など在宅に特化したサービスとして、安心して暮ら

しが継続できることを目指して日々のケアに努めています。開設 10 年を過ぎ、コロナ禍

で減少してしまった地域交流や地域貢献を積極的に行ない、多くの方に「プレーゲ」を知

って頂き、小規模多機能サービスの良さを理解して頂ける様活動したいと考えています。 

事業所名 

小規模多機能型 

居宅介護支援事業所 

プレーゲあしたか 

管理者 渡邉 学 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 １人 人 人 1 人 １人 2 人 14 人 人 19 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

・ご利用者様やご家族様のお出迎

え、お送りに際して感謝の言葉を

統一事項として発信する。 

・資質向上為の勉強会、研修会の

開催、次世代教育を含めた人材育

成、「在宅復帰」「在宅看取り」な

ど様々な状況に応じた小規模多

機能ならではの柔軟な対応とそ

の情報発信に努め、9 テーマの「改

善計画」について取り組みを行

う。 

・統一事項としての言葉や応対に

ついては概ね達成することがで

きた。また様々な工夫を重ねるこ

とで取り組みへの姿勢を見るこ

とができた。 

・小規模多機能ならではの支援と

して柔軟な対応に努めたが、情報

発信については課題が残った。次

年度に向けて引き続き工夫する

必要性がある。 

・改善と言うが不要ではないか、

いつも良くやってくれている。評

価が謙遜されていると感じる。 

・職員全員で評価を実施し細かい

ところまで振り返りをしている

と思った。 

・全職員の意識も高いと思うが背

景や家庭地域の理解や地域包括

ケアシステムにおける小規模多

機能の役割が十分ではなく全体

の共通認識ではないと感じた。 

・ご利用者様目線、お客様対応と

してのケアが提供できるよう専

門職としての向上心や危機感、そ

して緊張感ある職場環境とする。 

・認知症ケアへの専門的知識や技

術の取得のための勉強会の開催、

次世代リーダー育成を含めた人

材育成と、小規模多機能だからこ

その柔軟な支援、そしてその発信

に努め、9 テーマの改善計画につ

いての取り組みを行う。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・コロナ禍において事業所同士

の連携が希薄になってしまった

ため、プレーゲあしたかという 1

施設として協議する機会を持

つ。事務所不在時の対応や、有

事の際の連携協力を検討する。 

・事務所不在時の対応についてよ

く考える必要がある。特に週末等

不在時間にわかりやすく案内が

出来る仕組みづくりが必要と感

じる。清掃や整理整頓はしっかり

できているが継続してきれいな

環境にしていきたい。 

・初めてプレーゲに来た方がき

れいで開放的な空間ですねとい

う印象を持たれる方が多いと感

じています。定期的にきれいに

して頂きたいですね。 

・引き続き感染症対策に注意し

ながら居心地の良い空間づくり 

・常にご利用者様の目線に立っ

て居心地の良い環境を整え、人

的環境を含めた過ごしやすいケ

アを提供する。 

・委員会活動を中心に施設内事

業所と連携し施設としての活動

を実施する。 



 

 

・引き続き感染対策を徹底し、

誰もが過ごしやすい居心地の良

い環境づくりの為、整理整頓清

掃習慣化を行っていく。 

・感染対策を徹底し、今年度はご

利用者様内での感染は1件もなか

った。定期的な消毒や清掃を毎日

実施することを徹底できた。 

に努めて頂けたらと思います。 

 

 

 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・「プレーゲあしたか」の施設の認

知度を上げる為、パンフレットや

宣伝活動を行う。特にインスタグ

ラムを活用しながら広報活動に

取り組み,地域の方にプレーゲあ

したかを知って頂く機会を作る。 

・インスタグラムを利用した発信

はなかなか取り組むことが出来

なかった。もっともっとプレーゲ

を知って頂く機会を作ることが

必要だと思う。 

 

・まだまだ知名度は低いかもしれ

ないが何となく知っている方が

増えてきていると思います。地域

行事への参加や外部交流の機会

を少しずつ取り戻していければ

良いですね。 

・来年度発足のプレーゲあしたか

地域活動委員会の活動を中心に

プレーゲあしたかという施設を

知って頂き、地域交流を図る。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・地域貢献活動委員会への参

加、地域ケア会議や認知症カフ

ェ、サロンなどへの参加を、事

業所職員とともに行っていく。 

・なるべく多くの職員が外に出

ることを進め、どんな地域に住

んでいるのか理解を深める。 

・多くの職員が外に出るという観

点では、業務の見直しを行うこと

により実施することができたが

継続し職員の顔や事業所の存在

感をアピールする支援も継続し

て必要と感じている。 

 

・屋外へ出ようと意識は感じます

が感染対策もあり事業所全体

の活動で外部、地域行事への参

加や地域住民との交流には積

極的でないと感じている。 

・ご時世として地域に出向いて感

染しないようにしてほしい。 

・介護職員が利用開始前の初期

段階から自宅訪問やアセスメン

ト、地域資源の確認を行い、地

域での暮らしの在り方を考え、

提案できるようにする。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・運営推進会議には引き続き、

現場介護職員が参加し参加者の

席次を検討したうえで雰囲気づ

くりに努める。 

・地域行事への参加は感染対策を

講じたうえで実践し、地域の事を

理解できる機会を作る。 

・席次の検討や参加者が緊張しな

いような雰囲気づくりに前年度

より取り組むことができた。 

・感染症対策により書面開催や照

会となったことはあったが2カ月

に一度実施することができ、ご家

族の参加もありとても良かった

と思う。 

・事業所内でのケア内容、行事に

ついてはとても詳細に報告され

ているがケース個々の報告や検

討はあまりされていない。 

・要望や意見は特にない、その理

由は普段から良くやってくれて

いるから。会議をして感染を広げ

てほしくないとも思う。 

・運営推進会議には介護職員が

参加し、話やすい和やかな雰囲

気づくりに努める。 

・地域行事への参加を感染対策

を講じた上で実施し、更に地域

を理解できる機会を作る。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・自然災害、感染症等不測の事

態に落ち着いて行動が出来るた

めの BCP を策定する。対応に対

する訓練を行い、事業所職員内

で共有する。 

・施設全体で「プレーゲあした

か」の災害対策や対応について

検討する機会を定期的に作る。 

・定期的な防災訓練の実施、BCP

の策定、シュミレーションや対応

訓練を実施することができた。 

・策定した BCP を軸として、災

害時施設が迅速、スムーズに運営

できるように備えを強化すると

良いと思う。 

・いつ何が起きても良い様に準

備をしていると感じる。災害時

非常に頼りになると思う⓪ので

頑張ってほしいと思います。 

・災害時の BCP の充実や福祉避

難所運営マニュアルの整備があ

ると良いと思う。 

 

・施設内委員会を中心に、定期

的な防災訓練を実施するととも

に、策定した BCP の共有と福祉

避難所運営について施設内で取

り組み検討、訓練を実施する。 


